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八十二銀行は、環境保全活動を CSR（企業の社会的責任）の根幹と位置づけ、積極的かつ継続的な環境改善を

通じて持続可能な地域社会の形成に寄与しております。 

持続可能な地域社会の形成のため、「エコロジーバンク８２」を標榜し、以下の取組みを進めてまいります。 

 

１．銀行本来業務による環境保全活動を積極的に推進します。 

・再生可能エネルギー向けの融資を積極的に推進します。 

・環境配慮型経営を行うお客さまを正当に審査・評価し、金融面から支援することによって、環境経営の普

及・促進を図り、もって地球温暖化対策等の環境への取組みに貢献します。 

・環境関連投融資を 3年間で 3,000件獲得します。 

 

２．自らの環境負荷低減活動を積極的に進めます。 

・2030 年度の当行全体の温室効果ガス排出量を 2013年度比 30％以上削減します。 

・2018 年度の当行全体の電気使用量を 2015年度比 10％以上削減します。 

・新築店舗に対しては、原則再生可能エネルギー設備を採用するとともに、既存店舗に対しても積極的に再

生可能エネルギーを導入します。 

・本支店の空調・照明等に対して、最新の省エネ設備を導入し、省エネを図ります。 

・古くなった職服の処分については、ポリエステルの原材料に再生し、服等の材料として利用するケミカル

リサイクルを実施します（全ての職服を対象に実施）。 

・当行が金融界で初めて構築した「古紙の回収・再生・利用の一貫システム」を活用し、年間約 450トンの

機密文書をリサイクルするとともに、リサイクル後のティッシュペーパーをお客さま向けの頒布品として

利用します。 

・マイカー通勤を原則禁止し、エコ通勤（徒歩・自転車・公共交通機関等での通勤）を推進して、エコ通勤

優良事業所に認定される事業所を 115事業所以上にするとともに、全職員のエコ通勤比率を 65％以上にし

ます。 

 ・サプライチェーン全体での温室効果ガス排出量の把握を実施し、取組みに関する情報を公開します。 

 

３．持続可能な地域社会の形成のため、積極的に職員による環境ボランティア活動を推進します。 

  ・長野県内５ヵ所で行う「八十二の森」活動を展開し、３年間で延べ 3,000人超の職員により、地球温暖化

防止や水資源の保全等に資する植樹・下草刈り等の森林保全活動を実施することで、針広混交林の育成や

希少生物の成育場の確保等の生物多様性の保全を積極的に図ります。また、役職員に対して生物多様性に



 

 

関する環境教育を行います。   

・行政・NPO との協働による環境ボランティア活動に積極的に参加し、地域の環境保全に協力します。（3 年

間で延べ 15,000名超の職員が参加） 

  ・生物多様性に資するボランティア活動として、特定外来生物であるアレチウリ駆除を積極的に行います（3

年間で 500名参加）。 

   

４．持続可能な社会の形成に向けた啓発活動の取組みを積極的に推進します。 

 ・環境省主導の「持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則（21 世紀金融行動原則）」運営委員会のメン

バーとして、地域金融機関への環境金融の普及に努めます。 

 ・役職員およびその家族に対しての環境教育を行い、地域における環境活動のリーダーの養成を行います。

また、一般社団法人長野県環境保全協会への支援を通じて、長野県内における地球温暖化防止への啓発に

努めます。 

 

株式会社八十二銀行は、上記取組みの進捗状況を確認し、環境省へ報告するとともに、「CSR レポート」及び

「ホームページ」による公表を行ってまいります。 

 


